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1 はじめに
小さな粒が敷き詰められた画像から，各粒を抽出する問題を考える．例えば，生物組織や結晶構造の顕微鏡
写真は，それぞれ細胞や結晶粒で充填された画像となり，本問題の対象である．本問題は，構造材料内の結晶粒
成長現象に対するデータ同化 (Ito et al., 2016)に応用できる．すなわち，結晶構造の写真から各粒を抽出し，
データ同化の入力に活かすことで，粒成長モデルのパラメータ推定や状態予測に役立てることが期待される．
本研究では，粒境界が概ね多角形で与えられる点に着目し，そのような粒の充填画像を生成するパラメト
リックモデルである Graph fitting modelを提案する．

2 提案手法
頂点集合 V = {v1, . . . , vI}及び辺集合 E の定める無向グラフ G = (V, E)を頂点座標 (x1, y1) , . . . , (xI , yI)
によって埋め込むとき，(xi, yi) から (xj , yj) への線分を中心とする幅 2ε の帯を Γij(ε) と表す．白黒画像
(ξm,n)m=1,...,M,n=1,...,N を生成する以下のモデルを Graph fitting modelと呼ぶ：
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すなわち Graph fitting modelとは，平面に埋め込まれた無向グラフ Gを境界にもつ粒充填画像を生成するモ
デルであり，埋め込みパラメータ (x1, y1) , . . . , (xI , yI)の最尤推定を通して各粒を抽出することができる．
いくつかの仮定の下で，Graph fitting modelの負の対数尤度は画像の定めるスカラー場 Ψ を用いて
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なる面積分で近似できる．J は，勾配を計算できる点，各帯 Γij(ε)上の画素値のみから計算できる点から，高
速な最小化が可能である．本研究では，人工データ及び実データへの提案手法の適用も併せて紹介する．
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